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デジタル時代の
criticism

永崎研宣
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Criticism:資料批判・史料批判
• 「見ている史資料があてになるかどうか」
• 歴史学者 レオポルト・フォン・ランケが提唱

• 1795-1886
• 実証的な歴史学を志向
• ライプツィヒ大学⇒ベルリン大学

• 様々な周辺情報も駆使しての真偽性の確認
• どれくらいあてになるのか？
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外的批判と内的批判
• 偽文書でないか（真偽）

• 形式・材料・他との矛盾・発見の経緯…

• 史料作成の時間/場所/人間関係の検討（来歴）
• 史料はオリジナルか（本源性）

• 引用か孫引きか伝聞か見聞か…？
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外的批判と内的批判
• 錯誤

• 感覚的錯誤
• 先入観や感情による錯誤
• 記憶の再現性による錯誤
• 言語表現の不適切さによる錯誤

• 虚偽
• 利害関係
• 感情
• 外的な強制（忖度も含む）
• 理想的な事実
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事例：慶安の御触書
• 32ヵ条と奥書から成る農民教諭書
• 徳川幕府第三代将軍家光が慶安2年に発令した幕法
とされていた。

• ⇒教科書にも載っていた

• しかし慶安2年の原本が見つからず、しかも見つか
るのは一部地域のみ（信濃国、甲斐国）

• 以前から、幕府の法令集に未収録等が指摘されていた
• ⇒幕法ではなかった可能性が高いとして教科書か
らほぼ消えた
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「自分で書いたものを残して
いない偉人達」
• イエス、佛陀、孔子…。
• 「本当は何を言っていたのか？」
• キリスト教における文献学、中国古典における
校勘学の伝統

• 各地に残る写本から再構成
• 資料の古さ・伝承／発見地・差異を比較

• 注釈書・解説書に残る引用文から再構成
• 参照したであろう資料の性質
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新約聖書の例：多くの写本
Categories of New Testament manuscripts
https://en.wikipedia.org/wiki/Categories_of_New_Testament_manuscripts
CC BY-SA 3.0
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パピルスの写本も
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Wikipediaに載ってて翻刻もあ
る

British Library
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Papyrus Oxyrhynchus 208 + 1781
https://en.wikipedia.org/wiki/Papyrus_Oxyrhynchus_208_%2B_1781
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写本ごとの差異
• それをなんとかしてまとめて読めるようにする
のが「校訂テキスト」。

• どちらかというと「正しい本文を見つけ出す」
というのが少し前までは主流

• 最近は：
• 「正しい本文」＝一つの解釈であるに過ぎない
• どれもその時代・場所で読まれ共有されたテキスト
という意味では同等という考え方もある。
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Nestle-Aland版ギリシャ語新約
聖書
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Nestle-Aland版ギリシャ語新約
聖書
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東洋系では：校勘の伝統
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東洋系では：西洋の影響
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新古今和歌集の場合
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国立国会図書館
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請求番号：911.145-Ma62ウ
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紙の時代のcriticism の手続き
• 資料同士の参照

• 解釈者による妥当性の判定

• 資料同士の参照関係の明示
• 検証性を担保
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紙の時代のcriticism の手続き
• 資料同士の参照

• 解釈者による妥当性の判定

• 資料同士の参照関係の明示
• 検証性を担保

デジタル媒体ではどうなのか？
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紙の時代のcriticism の手続き
• 資料同士の参照

• 解釈者による妥当性の判定

• 資料同士の参照関係の明示
• 検証性を担保

デジタル媒体ではどうなのか？

デジタルは信用
ならない？
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紙の時代のcriticism の手続き
• 資料同士の参照

• ⇒OK むしろより小さな粒度で短時間で正確に

• 解釈者による妥当性の判定
• ⇒ 現物資料がもたらし得る物理的証拠が弱い

• 紙のコピー、影印版はこの点ではデジタルに近い
• ⇒ 読めたテクストの内容については同等
• ⇒ 深層学習で状況が変わる可能性も？

• 資料同士の参照関係の明示
• 検証性を担保
• ⇒原理的には紙と同等以上が可能。
• ⇒現在、取組みが世界各地で進められている

デジタル媒体ではどうなのか？
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留意すべき点として
• 自分のパソコンで管理しているデータに関して
は自分のパソコンの技量に依存せざるを得ない

• 特に、検証性に関して
• このレベルの底上げの一方で、個人の技量に依
存しないシステムの構築も必要
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簡単に書き換え？
• デジタルデータは簡単に書き換え可能？

• それ自体はそのとおり。
• ⇒バージョン管理がきちんとできればむしろ紙より
良い cf. Mediawiki

• ⇒チェックサムや電子署名など、変更・改ざんを検
出する仕組みは豊富で紙よりも効率が格段に高い

• バックアップも紙よりは大容量で簡単。海の向こう
にバックアップも。
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保存のコスト
• 紙の保存は高コスト。

• 適切な空間と空調管理が必要。
• たまに全数チェックするための人員が必要

• マイクロフィルムはさらに高コスト
• 空調管理が極めてシビア
• ビネガーシンドロームでダメになってしまうことも
• たまの全数チェックのための人員が必要

• デジタルの場合は・・・？
• 問題は同上だが規模に比して低コスト。
• ただし、保存できる情報が限定的。
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紙媒体の場合
著者

出版社

印刷会社

取次

各書店

執筆

編集
写植
組版

印刷
製本

流通

国会
図書館 保管

図書館
／読者

税金

各種
補助金

技術・経験の蓄積
暗黙の了解事項
技術・経験の蓄積
暗黙の了解事項
技術・経験の蓄積
暗黙の了解事項
技術・経験の蓄積
暗黙の了解事項
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デジタル時代のcriticismの要件
• 基盤レベル
• 確かなトレーサビリティ

• パーマネントURL
• バージョン管理
• 真正性（≒同一性）の担保

• プライバシーへの配慮
• 保存コスト
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デジタル時代のcriticismの要件
• ユーザレベル
• 確かなトレーサビリティを実装したインター
フェイス

• 使いやすいもの
• 理解しやすいもの
• 個々人のCriticismの手続きに組み込めるもの
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要件を満たすために
• 必要な機能を持ったシステムの開発

• 対応できるデータの構築

• Criticismの在り方を改めて分析する必要が。
• 現状を確認してみよう。
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Criticismのより所としてのアー
カイブズ
• 文書を蓄積・保存。公文書館、企業アーカイブ
ズ等。近年はデジタルで公開する場合も増えて
きている。

• 史料の文脈に沿って保存するため、当時の文脈
を再現しやすい。

• ISAD(G)、EADといったデジタル史料共有のため
の規格が用意され徐々に広まっている。

• 対応するアーカイビングシステムが開発され、フ
リーソフトとしてもいくつか公開されている。
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各種リポジトリ
• 論文や元になったデータを大学・機関等が自ら
のリポジトリに掲載して公開する事例が増えて
きている。

• データリポジトリにおけるDOIの付与は、トレーサ
ビリティを大きく高める

• DOI=Digital Object Identifier
• URLリダイレクトシステムの一種
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人文学資料に特化したガイド
ラインとしてのTEI
• デジタルCriticismのトレーサビリティを高める
ための営みとも言える
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TEIとは
• TEI (Text Encoding Initiative)協会が作っているTEIガ
イドラインを指すことが多い。

• 1987年に始まる人文学研究者・情報系研究者と図
書館司書による電子テクストの効果的効率的な共
有のためのコミュニティ活動

• 現在の理事会はインディアナ大学図書館司書、DARIAH
理事長（情報工学研究者）、オックスフォード大学ボド
リアン図書館データキュレイター、ウィートンカレッジ
准教授（歴史学）等で構成されている。会計担当は
ヴァージニア大学図書館長（英文学）。

• 技術委員会を作ってメンバーをコミュニティで選任し、
「ガイドライン」をアップデートし続けている。

• 現在はテクスト以外も対象にしている。
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TEIガイドラインとは
• 人文学向け資料を共有しやすいように構造化（現時点ではXML化）す
るためのルール

• 言語学・文献学・文学研究向けのルールセット
• 研究用ツール作成のためのルールも含む

• 辞書、図形、外字、詳細な書誌情報、
• 「どの情報は誰に責任があるか」「どの程度あてになるか」の記述
•一度書けば色々なアプリで活用できるように
•研究に活用できる要素をうまく抽出・記述
•専門家が付与した詳細情報が永続的に使える
ように

• ＝ソフトが変わって使えなくなった、という
ことがないように
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TEIガイドラインの目次を
• http://www.tei-c.org/release/doc/tei-p5-

doc/en/html/index.html
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新古今和歌集の場合
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一次資料のリストをヘッダに
列挙

UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2018 永崎研宣 CC BY-NC-ND

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


UTokyo Online Education 学術俯瞰講義 2018 永崎研宣 CC BY-NC-ND

国立国会図書館
nfo:ndljp/pid/1127634
『新古今和歌集』正宗敦夫編纂校訂（日本古典全集刊行会、昭和20）
請求番号：911.145-Ma62ウ pp4－5
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1127634

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


一次資料リストを参照しつつvariantを記述
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TEI/XMLのエコシステム

TEI/XMLファ
イル

TEI/XML
スキーマ
ファイル

記述したタグ同士の関係
がルールに沿っているか
どうか確認

TEIガイド
ライン

TEIガイドラインをコン
ピュータが読める形で書
いたファイル

http://www.tei-c.org/Roma/
で機械的に生成 or 
oXygenに初期設定済み

各種変換プロ
グラム

「validation」

紙媒体に
印刷

Webサイ
トで公開

データベースで
検索表示TAPASリポジトリ

に掲載

XSLTをはじめ、様々なプ
ログラミング言語が利用
可能
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マルチメディアではどうか？
• 基本的にはテクスト資料と同じだが…
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